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子育て・介護・その他困っている事等

気軽にご相談ください。

高取町議会議員
新沢あけみ TEL 0744-52-4408
メール an330317@aurora.ocn.ne.jp

なんでも相談

新 緑

令
和
６
年
12
月
議
会

も
う
春
で
す
ね
。

新
し
い
事
始
め
ま
し
た
。

修
行
僧
の
食
事
の
本
、

素
朴
な
食
材
に
も
拘
わ

ら
ず
、
と
て
も
オ
シ
ャ

レ
で
美
味
し
そ
う
と
思

い
買
い
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
料
理
を
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
最
近

の
米
不
足
、
温
暖
化
に

よ
る
野
菜
の
不
作
、
そ

し
て
農
業
の
担
い
手
不

足
。
将
来
、
必
要
な
食

糧
が
確
保
で
き
る
の
か

不
安
に
思
い
ま
す
。
孫

た
ち
に
は
、
安
全
で
美

味
し
い
も
の
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
さ
せ
た
い
と

思
う
の
は
、
皆
同
じ
で

す
。
日
本
の
農
業
の
将

来
は
、
正
に
私
た
ち
の

肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

あ
け
み
日
誌

新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問

主な議案等
▲火葬場の町外者利用料引き上げ案可決

▲「新型コロナウイルスワクチン接種にかかる事故の実態と町幹部の関与について」議会の調査特別委員会調査報告

を踏まえ、職員監督の責任を負い、町長２０％、副町長１０％、１年間給料減額する条例案可決

▲旧高取町立育成幼稚園除去工事 ５６１０万円で契約・・・工事手法の見直し、最低制限価格の未設定で見積額を

減額して入札を実施。（６月議会で予算否決）

▲土地開発公社問題（開発予定であった兵庫地域に関する事件）について

①廃棄物撤去並びに損害賠償事件・・・Ｙ商事に対して、裁判準備手続き中

②不動産強制競売申し立て事件・・・公社は、筒井元町長が関与した事件の弁済金として自宅を競売にかけたとこ

ろ、筒井氏が弁済金の残額１７１９万４７４円を公社に支払い、事件は終了した。

③請求異議訴訟・・上記の件について手続き中

④廃棄物について、地質土壌調査及び観測井戸設置業務委託・・・契約金額３９０万５０００円予算化、令和６年１

２月から調査実施中。

▲明日香村旅館計画新築工事に係る抗議文を明日香村長に提出（排水、土砂搬出等計画の公開と関係自治会への説明

と協議を求める）

▲加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書の提出可決

１
．
中
川
町
長
再
選
に
あ
た
っ
て
、
町
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方

と
公
約
実
現
の
見
通
し
と
事
業
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
新
沢
あ
け
み
議
員
が
要
望
し
た
項
目
で
、
令
和
７
年

度
予
算
で
実
現
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、

窓
口
負
担
な
し
に
な
る
！

３
０
人
学
級

実
現
（
町
講
師
２
名
）
！

幼
・
小
・
中
学
校

給
食
費
無
償
化
継

続
（
国
の
交
付
金
）
！

現
在
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
は
、
窓
口
で
一
部
負
担
金
５
０
０

円
の
み
に
な
っ
て
お
り
、
負
担
金
５
０
０
円
を
な
く
す
よ
う
こ

れ
ま
で
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
町
は
、
「
実
施
に
は
約
３
０
０

万
円
か
ら
４
０
０
万
円
必
要
で
あ
る
。
」
と
回
答
。

引
き
続
き
、
小
学
校
全
学
年
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
中
学
校

で
１
ク
ラ
ス
３
０
人
を
超
え
た
場
合
教
師
の
増
員
を
要
望
。

引
き
続
き
、
無
償
化
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
令
和

６
年
度
補
正
予
算
で
、
食

材
費
１
８
０
万
円
が
一
般

会
計
か
ら
補
填
さ
れ
ま
し

た
。



３
月
議
会

１
．
防
災
に
つ
い
て

●
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
婦
、

子
ど
も
な
ど
支
援
が
必
要
な
人

へ
の
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
士
等
の
専
門
家
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
災
害
時
、
支
援
に

携
わ
れ
る
人
を
日
常
的
に
育
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
答
）
個
別
避
難
計
画
を
作
成

し
体
制
を
整
え
る
。
自
主
防
災

組
織
、
民
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
連
携
、
啓
発
等
で
担
い
手
を

つ
く
る
。

●
災
害
用
ト
イ
レ
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。

（
答
）
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト

用
簡
易
ト
イ
レ
も
必
要
。
汚
泥

物
処
理
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

●
大
震
災
時
、
水
の
確
保
は
で

き
る
の
か
。

浄
水
場
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
奈
良
県
域
水
道
一
本

化
法
定
協
議
会
で
検
討
さ
れ
て

い
る
案
は
、
自
己
水
の
浄
水
場

は
生
駒
と
大
和
郡
山
を
残
し
、

他
を
廃
止
し
、
県
水
は
桜
井
・

御
所
の
浄
水
場
に
集
中
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
奈
良
県
に

は
、
桜
井
浄
水
場
直
下
の
名
張

断
層
帯
な
ど
８
ヶ
所
の
断
層
帯

が
走
っ
て
お
り
、
災
害
時
、
広

域
に
わ
た
る
送
水
管
の
破
損
も

想
定
で
き
る
。

（
答
）
浄
水
場
維
持
に
は
費

用
が
か
か
る
た
め
、
耐
用
年
数

に
伴
い
廃
止
し
て
い
く
計
画
。

●
本
町
水
道
管
の
耐
震
化
の
見

通
し
は
。

（
答
）
本
町
は
御
所
浄
水
場
か

ら
受
水
し
て
お
り
浄
水
場
は
耐

震
完
了
、
町
の
配
水
池
未
、
町

の
管
路
総
延
長
７
８
㎞
の
う
ち

進
捗
率
１
０
％
で
あ
る
。
町
に

よ
る
整
備
は
難
し
い
た
め
要
望

し
て
い
く
。

●
一
本
化
し
た
場
合
、
災
害
時

の
水
道
復
旧
に
お
い
て
、
町
の

判
断
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

（
答
）
企
業
団
と
応
援
協
定
を

結
び
、
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

●
法
定
協
議
会
の
議
事
録
、
資

料
等
の
情
報
開
示
、
傍
聴
を
求

め
る
。

（
答
）
協
議
会
の
情
報
は
開
示

す
る
。

た
め
池
、
井
戸
水
の
利
用
に
つ

い
て
検
討
を

●
火
災
に
つ
い
て

本
町
で
も
古
い
木
造
家
屋
が
密

集
し
て
い
る
地
域
が
沢
山
あ
る
。

広
域
に
わ
た
る
家
屋
の
延
焼
を

ど
の
様
に
く
い
止
め
る
の
か
。

老
朽
家
屋
の
撤
去
で
空
き
地

を
作
る
、
防
火
水
槽
を
設
置
す

る
取
り
組
み
を
。

（
答
）
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

防
火
水
槽
は
耐
震
強
度
が
不
足

し
て
お
り
、
今
後
の
見
通
し
は

未
定
で
あ
る
。
延
焼
を
止
め
る

特
別
な
手
だ
て
は
難
し
い
。

２
．
脱
炭
素
社
会
を
め
ざ
し
て

住
民
、
団
体
、
企
業
と
の
協
議

で
具
体
化
を
。

（
答
）
町
総
合
戦
略
で
検
討
す

る
。

６
月
議
会

１
．
宮
塚
古
墳
・
墓
山
古
墳
、

及
び
周
辺
の
公
園
整
備
に
つ
い

て
古
墳
を
歴
史
的
文
化
遺
産
と

し
て
継
承
し
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
市

尾
・
田
井
ノ
庄
、
兵
庫
の
都
市

計
画
法
の
区
域
指
定
に
よ
る
市

街
化
を
進
め
て
い
く
上
で
の
活

用
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
憩
い

の
場
、
公
園
と
し
て
、
古
墳
一

体
の
整
備
を
で
き
な
い
か
。

地
元
要
望
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

（
答
）
現
在
の
と
こ
ろ
、
ト
イ

レ
・
駐
車
場
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
が
、
公
園
整
備
は
考
え

て
な
い
。

２
．
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
体
育
館
エ
ア
コ

ン
設
置
の
見
通
し
に
つ
い
て

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
学

童
保
育
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
保
障
し
、
健
康
を

守
る
た
め
に
是
非
と
も
必
要
。

当
然
、
災
害
時
に
も
必
要
と
な

る
。

（
答
）
旧
幼
稚
園
舎
の
撤
去
後
、

令
和
９
年
度
以
降
に
計
画
を
考

え
て
い
る
。

３.

紙
オ
ム
ツ
支
給
事
業
に

つ
い
て
、
現
在
の
対
象
は
要
介

護
３
以
上
の
非
課
税
世
帯
。
要

介
護
２
以
上
、
ま
た
は
課
税
枠

を
な
く
す
等
、
対
象
者
の
拡
充

で
介
護
家
族
の
負
担
軽
減
を
。

９
月
議
会

●
職
員
の
食
事
や
休
憩
の
場
を

設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

現
在
、
役
場
の
職
員
は
自
席

で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。
労
働

環
境
を
整
え
る
上
で
、
新
し
い

文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
ベ
ル
テ
・

保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
一
部
の
部

屋
を
利
用
で
き
な
い
か
。
ま
た

災
害
動
員
の
際
、
職
員
の
待
機

場
所
も
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

●
町
の
景
観
・
田
畑
を
守
る
こ

と
に
つ
い
て

温
暖
化
に
よ
る
草
の
成
長
は

著
し
い
。
中
年
・
若
年
層
の
殆

ど
が
草
刈
り
機
を
操
作
で
き
な

い
た
め
、
草
刈
り
の
講
習
、
草

刈
り
隊
の
養
成
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）
現
在
、
町
内
９
団
体
、

１
４
ヶ
大
字
に
よ
っ
て
、
草
刈

り
・
里
道
水
路
の
修
繕
・
景
観

植
物
の
植
栽
等
の
補
助
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
事
業
の
周
知

に
努
め
る
。
草
刈
り
は
危
険
を

伴
う
作
業
な
の
で
、
草
刈
り
隊

の
養
成
は
考
え
て
な
い
。
ま
た
、

草
が
繁
茂
し
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
対
応
を
求
め
る
文
書

を
発
送
し
て
い
る
。

●
物
価
高
騰
等
に
よ
る
困
窮
家

庭
の
実
態
を
ど
の
様
に
つ
か
み
、

ど
ん
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

（
答
）
民
生
委
員
、
区
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
絡
調
整
を

行
い
、
実
態
を
把
握
し
て
、
相

談
・
情
報
提
供
等
の
援
助
を
し

て
い
る
。
具
体
的
支
援
策
と
し

て
は
、
国
の
新
た
な
施
策
と
併

せ
て
、
町
独
自
の
小
中
学
校
準
・

要
保
護
家
庭
児
童
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
を

初
め
と
し
た
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

・職員採用について、技術職

の増員、ＩＴ関連職員の配置、

地元採用を、集落支援員によ

る増員を検討すること。

・永井氏寄贈品の目録につい

て、専門の鑑定士の協力を得

て作成し治すこと。

・事業系一般廃棄物の民間委

託で人件費削減をして、必要

な所に職員配置を検討するこ

と。

・屎尿処理運搬業務の随意契

約について、合い見積もりの

業者を厳格に選定すること。

・備品処分について、譲渡先を

公平に選定するなど十分な検討

を加えること。

・火葬場の町外者利用料につい

て、近隣市町村と比較して低額

なため引き上げを検討すること。

・リベルテホールの和室及び応

接室の改修設計業務費用につい

て、事前に関係者との協議が不

十分で、設計内容、改修費用と

もに議会は承認せず、事業が実

施されなかったことを今後に活

かすこと。

令
和
５
年
度
に
使
っ
た
税
金
に

待
っ
た
！

令
和
６
年
度
新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問

９月議会の決算審査特別委員会で

各議員が述べた主な意見は次の事項です。


